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■
ス
マ
ホ
で
思
い
出
を
残
そ
う
！

　

よ
み
が
え
ら
せ
よ
う
！

　　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
カ
メ
ラ
機
能
を
使
っ
た

写
真
撮
影
の
コ
ツ
を
学
び
ま
す
。ま
た
、紙
焼
き

写
真
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
見
る
こ
と
が
で
き

る
デ
ー
タ
化
に
挑
戦
し
ま
す
。

【
日
時
】12
月
15
日
〜
令
和
４
年
２
月
23
日
の
毎

週
水
曜
日
、
午
後
２
時
〜
３
時
30
分（
全
10
回
）

※

12
月
29
日
、１
月
５
日
を
除
く

【
場
所
】さ
く
ら
会
館
ホ
ー
ル
ほ
か

【
定
員
】10
人

【
講
師
】特
定
非
営
利
活
動
法
人
西
東
京
N
P
O

推
進
セ
ン
タ
ー〔
セ
プ
ロ
ス
〕

【
申
込
方
法
】11
月
30
日（
火
）（
当
日
消
印
有
効
）

ま
で
に
往
復
は
が
き
で
公
民
館
事
務
所
へ

■
ス
マ
ホ
で
で
き
る
10
の
こ
と

　

ま
ず
は
、
自
分
が
ど
ん
な
契
約
を
し
て
い
る

か
を
知
る
と
こ
ろ
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。文
字

入
力
か
ら
学
び
、疑
問
点
を
解
消
し
な
が
ら
、オ

リ
ジ
ナ
ル
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
マ
ニ
ュ
ア
ル
を

作
り
ま
す
。

【
日
時
】12
月
16
日
〜
令
和
4
年
２
月
24
日
の
毎

週
木
曜
日
、
午
前
10
時
〜
11
時
45
分（
全
10
回
）

※

12
月
30
日
、１
月
13
日
を
除
く

【
場
所
】松
林
分
館
ほ
か

【
定
員
】８
人

【
学
習
支
援
】小
野
豊
氏

【
申
込
方
法
】11
月
30
日（
火
）（
当
日
消
印
有
効
）

ま
で
に
往
復
は
が
き
で
松
林
分
館
へ

■
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
年
賀
状
を　

　

作
っ
て
み
よ
う 

　

こ
の
講
座
で
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の

基
本
的
な
使
い
方
を
覚
え
な
が
ら
新
年
に

向
け
た
年
賀
状
づ
く
り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

ま
す
。

　

年
賀
状
の
作
成
に
あ
た
っ
て
、
ア
プ
リ

の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
か
ら
、
印
刷
方
法
ま
で

を
学
び
ま
す
。

【
日
時
】
11
月
30
日
〜
令
和
４
年
２
月
22
日

の
毎
週
火
曜
日
、
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

（
全
10
回
）※

１
月
４
日
・
11
日
・
18
日
、

２
月
１
日
を
除
く

【
場
所
】白
梅
分
館
ほ
か

【
定
員
】8
人

【
学
習
支
援
】松
川
遥
氏

【
申
込
方
法
】
11
月
16
日
（
火
）（
当
日
消
印

有
効
）ま
で
に
往
復
は
が
き
で
白
梅
分
館
へ

公民館ページ 
ＱＲコード 

本
館
コ
ー
ス  

☎
５
５
２
・
２
１
１
８

松
林
コ
ー
ス 

☎
５
５
２
・
3
6
2
4

白
梅
コ
ー
ス  

☎
５
５
3
・
3
4
5
4

福
生
市
公
民
館
（
本
館
・
松
林
・
白
梅
）
で
、
デ
ジ
タ
ル
ツ
ー
ル
を
活
用
し
た
講
座
を
実
施
し
ま
す
。
そ
し
て
、
各
講
座

の
学
習
成
果
を
合
同
で
発
表
し
ま
す
。
デ
ジ
タ
ル
ス
キ
ル
を
上
げ
る
機
会
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

公
民
館
講
座
「
目
指
せ
デ
ジ
タ
ル
シ
ニ
ア
！
」

各
館
共
通  

【
対
象
】市
内
在
住
・
在
勤
の
60
歳
以
上

で
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
お
持
ち
の
初
心

者
の
方

※

通
信
費
は
自
己
負
担
と
な
り
ま
す

【
持
ち
物
】ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、筆
記
用
具

※

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
は
、ア
ン
ド
ロ
イ

ド
・
ア
イ
フ
ォ
ー
ン
の
ど
ち
ら
で
も
か

ま
い
ま
せ
ん
が
、グ
ー
グ
ル
プ
レ
イ
ま
た

は
ア
ッ
プ
ル
ス
ト
ア
の
入
っ
て
い
る
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

【
往
復
ハ
ガ
キ
の
書
き
方
】

≪

往
信
面
・
裏
面≫

❶
希
望
さ
れ
る
コ
ー

ス
名
❷
氏
名
❸
住
所
❹
電
話
番
号
❺
年

齢
❻
お
持
ち
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
機

種
の
名
前
及
び
型
番
❼
い
つ
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
を
使
い
始
め
た
か

≪

返
信
面
・
表
面≫

ご
自
分
の
住
所
・

氏
名
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

※

宛
先
は
、上
記
に
あ
る
各
館
の
住
所
を

ご
記
入
く
だ
さ
い
。

※

重
複
し
て
の
お
申
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

※

応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

※

お
問
合
せ
は
各
館
へ
。

ま
つ
か
わ
は
る
か

各
コ
ー
ス
の
参
加
者
の
皆
さ
ん
で 
令
和
４
年
２
月
19
日（
土
）３
館
合
同
学
習
成
果
発
表
会
を
行
い
ま
す
。

公民館講座「目指せデジタルシ
ニア！」

　学びの秋　
　公民館講座のお知らせ

公民館実施事業の報告
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ふ
っ
さ
子
ど
も
哲
学
か
ふ
ぇ

■
茶
室
福
庵
で  

お
も
て
な
し

　
〜
和
楽
器
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
の
昔
と
今
〜

　

秋
の
ひ
と
と
き
、
和
楽
器
の
魅
力
を
発

見
し
、
文
化
に
触
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

和
の
空
間
で
、
和
楽
器
に
つ
い
て
の
解

説
を
交
え
な
が
ら
箏
×
地
唄
三
味
線
を
演

奏
し
ま
す
。

【
日
時
】
11
月
28
日
（
日
）

１
回
目　

午
後
１
時
30
分
〜
２
時
10
分

２
回
目　

午
後
3
時
〜
３
時
40
分

※

２
回
と
も
、
演
奏
内
容
は
同
じ
で
す
。

【
場
所
】
茶
室
福
庵

【
対
象
】
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

【
定
員
】
各
回
先
着
15
人

※

申
込
時
に
１
回
目
か
２
回
目
の
希
望
を

お
伝
え
く
だ
さ
い
。

【
出
演
】
由
桜
ノ
音 

ー
ゆ
お
の
ね
ー
（
東

京
藝
術
大
学
邦
楽
科
在
学
）

【
申
込
み
】
11
月
5
日
（
金
）
か
ら
、
午

前
９
時
〜
午
後
５
時
ま
で
の
間
に
、
直
接

ま
た
は
電
話
で
公
民
館
係
（
☎
5
5
2
・

2
1
1
8
）
へ

 　

不
思
議
な
こ
と
や
謎
に
思
う
こ
と
な
ど

を
、
自
由
に
み
ん
な
で
お
し
ゃ
べ
り
し
な

が
ら
考
え
を
深
め
て
い
き
ま
す
。

　

哲
学
の
こ
と
を
詳
し
く
知
ら
な
く
て
も

参
加
で
き
ま
す
。

【
日
時
】
12
月
５
日
・
12
日
・
19
日
、
令

和
４
年
１
月
23
日
・
30
日
、
２
月
６
日
の

各
日
曜
日
、
午
前
10
時
〜
11
時
30
分
（
全

６
回
）

【
場
所
】
さ
く
ら
会
館
、
茶
室
福
庵

【
対
象
】
市
内
在
住
の
小
学
４
年
生
〜
６

年
生

【
定
員
】
先
着
８
人

【
講
師
】
幡
野
雄
一
氏
（
N
P
O
法
人
こ

ど
も
哲
学
お
と
な
哲
学
ア
ー
ダ
コ
ー
ダ
理

事
）

【
申
込
み
】
11
月
９
日
（
火
）
か
ら
、
午

前
９
時
〜
午
後
５
時
ま
で
の
間
に
、
直
接

ま
た
は
電
話
で
公
民
館
係
（
☎
5
5
2
・

2
1
1
8
）
へ

　

こ
ど
も
哲
学
か
ふ
ぇ   

と
は
？

〝
か
ふ
ぇ
〞
と
言
っ
て
も
飲
食
の
集
ま
り

で
は
な
く
、
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
考
え

て
い
く
話
し
合
い
の
方
法
の
一
つ
で
す
。 
　

オ
ー
プ
ン
な
カ
フ
ェ
の
よ
う
な
雰
囲
気

で
参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
が
、
一
つ
の

「
問
い
」
を
め
ぐ
っ
て
考
え
た
こ
と
、
感

じ
た
こ
と
を
述
べ
合
い
、
聞
き
合
う
こ
と

で
、
考
え
を
深
め
、
お
互
い
を
理
解
で
き

る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。 

■
特
徴

①
何
か
を
決
め
た
り
、
結
論
を
出
し
た
り

　

し
な
い
。

②
相
手
を
論
破
す
る
デ
ィ
ベ
ー
ト
や
論
争

　

は
し
な
い
。

③
た
だ
、
わ
い
わ
い
楽
し
む
だ
け
の
お　

　

し
ゃ
べ
り
会
に
し
な
い
。

■
対
話
の
ポ
イ
ン
ト

①
ゆ
っ
く
り
考
え
よ
う
。

②
人
の
話
を
よ
く
聞
こ
う
。

③
思
っ
た
こ
と
を
自
分
の
言
葉
で
話
し
て

　

み
よ
う
。

④
自
分
の
意
見
が
変
わ
っ
て
も
良
い
。

参
考
文
献
：
こ
ど
も
哲
学
お
と
な
哲
学
ア
ー
ダ
コ
ー
ダ/

著
『
こ
ど
も
哲
学
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
自
由
に
考
え
、
自
由
に

話
す
場
の
つ
く
り
方
』
ア
ル
パ
カ

■
国
際
交
流
講
座

「
誰
で
も
で
き
る
国
際
交
流
の
す
す
め
」 

 

コ
ロ
ナ
禍
で
実
感
し
た
よ
う
に
、
私
た
ち

の
生
活
は
必
然
と
、
身
の
回
り
の
社
会
、

そ
し
て
世
界
と
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。 

　

世
界
と
の
交
流
に
目
を
向
け
る
に
は
、

英
語
が
で
き
な
く
て
も
、
海
外
に
行
か
な

く
て
も
で
き
る
簡
単
な
国
際
交
流
の
仕
方

が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
を
身
に
付
け
て
、
毎

日
を
世
界
と
つ
な
が
っ
た
、
楽
し
い
前
向

き
な
も
の
に
し
て
い
き
ま
せ
ん
か
。 

【
日
時
】
11
月
27
日
（
土
）、 

午
後
２
時
〜

４
時 

【
場
所
】
市
民
会
館
・
公
民
館 

第
４
・
５

集
会
室 

【
対
象
】
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方 

【
定
員
】
先
着
30
人 

【
講
師
】
高
橋
邦
彦
氏
（
オ
ン
ラ
イ
ン
日

本
語
教
師
・
前
福
生
市
公
民
館
長
） 

【
申
込
み
】
11
月
５
日
（
金
）
か
ら
、
午

前
９
時
〜
午
後
５
時
ま
で
の
間
に
、
直
接

ま
た
は
電
話
で
公
民
館
係
（
☎
5
5
2
・

2
1
1
8
）
へ 

■
は
じ
め
て
の
環
境
問
題
講
座

　
「
人
間
の
く
ら
し
と
地
球
の
い
ま
」

気
候
変
動
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
水
質
汚
染

な
ど
、
人
間
活
動
と
関
わ
り
の
深
い
環
境

問
題
。
様
々
な
課
題
が
あ
り
ま
す
が
、
今

さ
ら
聞
き
に
く
い
基
本
的
な
こ
と
も
含
め

て
、
地
球
環
境
に
つ
い
て
学
ん
で
み
ま
せ

ん
か
。
初
め
て
学
ぶ
方
に
も
、
分
か
り
や

す
い
内
容
で
お
届
け
し
ま
す
。
中
学
生
、

高
校
生
の
参
加
も
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
日
時
】
11
月
21
日
、
12
月
５
日
・
19
日

の
各
日
曜
日
、
午
後
２
時
〜
３
時
30
分

（
全
３
回
）

【
場
所
】
さ
く
ら
会
館
ホ
ー
ル

【
対
象
】
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

【
定
員
】
先
着
20
人

【
講
師
】
N
P
O
法
人
武
蔵
野
・
多
摩
環

境
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
協
議
会

【
申
込
み
】
11
月
５
日
（
金
）
か
ら
、
午

前
９
時
〜
午
後
５
時
ま
で
の
間
に
、
直
接

ま
た
は
電
話
で
公
民
館
係
（
☎
5
5
2
・

2
1
1
8
）
へ

■
白
梅
文
学
講
座

　
大
人
の
た
め
の
絵
本
講
座

〜
絵
本
は
子
ど
も
だ
け
が
読
む
も
の
？
〜

「
絵
本
は
子
ど
も
が
読
む
も
の
。
」

　

そ
う
考
え
て
い
る
方
が
多
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
今
回
は
、
そ
ん
な
大
人

の
皆
さ
ん
を
対
象
に
、
絵
本
の
魅
力
に
つ

い
て
学
ぶ
講
座
を
行
い
ま
す
。

 

大
人
に
な
っ
た
今
こ
そ
、
も
う
一
度
絵

本
と
向
き
合
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

絵
本
が
大
好
き
な
お
子
さ
ん
も
、
も
ち

ろ
ん
大
歓
迎
で
す
。

【
日
時
】
11
月
20
日
、
12
月
４
日
・
18
日
、

令
和
４
年
１
月
８
日
の
各
土
曜
日
、
午
後

２
時
〜
３
時
30
分
（
全
４
回
）

【
内
容
】
絵
本
に
つ
い
て
の
講
義
・
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ

【
場
所
】
白
梅
分
館

【
対
象
】
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

【
定
員
】
先
着
15
人

【
講
師
】
大
島
真
理
子
氏
（
第
２
期
絵
本

専
門
士
）
、
圓
山
哲
哉
氏
（
第
５
期
絵
本

専
門
士
）

【
申
込
み
】
受
付
中　

午
前
９
時
〜
午
後

５
時
ま
で
の
間
に
、
直
接
ま
た
は
電
話
で

白
梅
分
館
（
☎
5
5
3
・
3
4
5
4
）
へ

■
ゼ
ロ
か
ら
学
ぶ
環
境
講
座

「
S
D
G
s
っ
て
何
？
」

　
　
福
生
の
環
境
を
知
ろ
う
！

　

い
ま
や
、
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
の
テ
レ
ビ
番

組
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
の
多
い

S
D
G
s
。
み
な
さ
ん
は
そ
の
内
容
や
で

き
た
背
景
に
つ
い
て
知
っ
て
い
ま
す
か
？

今
回
は
S
D
G
s
を
中
心
に
環
境
に
関
す

る
知
識
を
学
び
な
が
ら
、
福
生
と
馴
染
み

深
い
多
摩
川
に
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
出

ま
す
。
一
緒
に
福
生
の
環
境
に
つ
い
て
学

び
ま
せ
ん
か
。

【
日
時
】
12
月
12
日
、
令
和
４
年
1
月
9

日
・
16
日
の
各
日
曜
日
、
午
前
10
時
〜
正

午
（
全
３
回
）

※

1
月
9
日
の
み
午
前
9
時
〜
正
午

【
場
所
】
白
梅
分
館
ほ
か

【
対
象
】
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

【
定
員
】
先
着
15
人

【
講
師
】
降
旗
信
一
氏(

東
京
農
工
大
学
教

授
）
、
伊
東
静
一
氏(

明
治
大
学
客
員
研

究
員
）

【
申
込
み
】
11
月
19
日
（
金
）
か
ら
、
午

前
９
時
〜
午
後
５
時
ま
で
の
間
に
、
直
接

ま
た
は
電
話
で
白
梅
分
館
（
☎
5
5
3
・

3
4
5
4
）
へ

こ
と

こ
と

は
た   

の　

ゆ
う
い
ち

公民館講座のお知らせ公民館講座のお知らせ
　福生市公民館では、感染症予防対策を徹底したうえで各種講座を実施します。
　公民館で学び、新たな出会いや発見をしてみませんか？

 【感染症予防対策のお願い】
①来館中のマスク着用、②当日、解熱後24時間経過していない方の参加の見送り、
③手指消毒の徹底、④検温　以上のことにご協力いただき、ご参加ください。 

お
お
し
ま
ま

り

こ

ま
る
や
ま
て
つ
や

た
か
は
し
く
に
ひ
こ

い  

と
う 

せ
い
い
ち

ふ
り
は
た
し
ん
い
ち

学びの秋

▲ 箏
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●
公
民
館
本
館
　
大
人
の
教
養
講
座

　「
会
津
八
一
と
奈
良
」

実
施
日
：
８
月
28
日
・
９
月
４
日
・
11
日

　
　
　

    （
土
）（
全
３
回
）

講
師
：
今
井
修
氏
（
早
稲
田
大
学
教
育
学

　
　
　

部
講
師
）

参
加
者
：
延
べ
54
人

　

古
都
奈
良
を
詠
ん
だ
歌
人
、書
家
で
あ
り
、

美
術
史
家
、
教
育
者
で
も
あ
っ
た
会
津
八
一

を
取
り
上
げ
ま
し
た
。

　
「
鹿
鳴
集
」を
読
み
、
そ
し
て
書
簡
な
ど
か

ら
八
一
の
人
間
像
を
探
っ
て
い
き
ま
し
た
。

◆
参
加
者
の
声

　
「
充
実
し
た
資
料
、
講
師
の
熱
い
語
り
に

思
わ
ず
引
き
込
ま
れ
て
、
二
時
間
が
あ
っ

と
い
う
間
に
過
ぎ
て
し
ま
い
ま
し
た
。奈

良
の
風
景
・
古
寺
・
仏
像
の
ス
ラ
イ
ド
を

見
な
が
ら
、
参
加
者
が
交
代
で
読
み
あ
げ

る
歌
は
、
あ
の
豪
胆
で
頑
固
と
も
い
わ
れ

る
八
一
か
ら
生
ま
れ
る
も
の
と
は
思
え
な

い
、静
か
で
柔
ら
か
く
、ま
た
寂
し
さ
と
も

感
じ
さ
せ
る
、
深
く
美
し
い
響
き
。古
の
奈

良
の
風
物
を
愛
し
、
心
を
遊
ば
せ
た
歌
の

数
々…

奈
良
へ
の
思
い
を
深
め
た
講
座
で

し
た
。

　

講
座
参
加
者
の
み
な
さ
ん
と
、
公
民
館

で
一
緒
に
学
べ
た
こ
と
は
と
て
も
充
実
し

た
ひ
と
時
で
し
た
。」（
60
代
）

●
公
民
館
本
館
　
平
和
講
座

　「
戦
争
遺
跡
は
語
る
」

実
施
日
：
８
月
21
日（
土
）

講
師
：
室
田
元
美
氏（
ル
ポ
ラ
イ
タ
ー
）、

　
　
　

秋
山
典
子
氏
（
ド
イ
ツ
平
和
村
を

　
　
　

サ
ポ
ー
ト
す
る
会
代
表
）

参
加
者
：
14
人

　

戦
争
遺
跡
の
現
状
や
残
す
意
味
な
ど
に

つ
い
て
、
国
内
や
海
外
の
事
例
か
ら
講
師

に
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

戦
争
遺
跡
か
ら
戦
争
の
事
実
や
実
相
を

捉
え
、
伝
え
る
こ
と
が
平
和
を
考
え
創
っ

て
い
く
機
会
と
し
ま
し
た
。

◆
参
加
者
の
声

　
「
私
は
、
な
ぜ
過
去
を
知
る
必
要
が
あ
る

の
だ
ろ
う
と
日
々
疑
問
に
思
っ
て
い
ま
し

た
。で
も
、『
私
た
ち
自
身
が
歴
史
を
作
っ

て
い
る
』と
い
う

の
を
聞
き
、過
去

の
事
か
ら
次
は

私
た
ち
が
未
来

に
向
け
て
貢
献

し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
だ
と

理
解
し
ま
し

た
。」（
10
代
）

●
松
林
平
和
講
演
会

　「
国
際
紛
争
は
な
ぜ
起
き
る
？

　
〜
紛
争
地
域
派
遣
経
験
者
の
生
の

　
声
を
聞
こ
う
〜
」

実
施
日
：
８
月
22
日（
日
）

講
師
：
佐
藤
真
央
氏
（
内
閣
府
国
際
平
和

　
　
　

協
力
本
部
事
務
局
国
際
平
和
協
力

　
　
　

研
究
員
）

参
加
者
：
14
人

　

松
林
分
館
で
は
、『
国
際
平
和
』
を
テ
ー

マ
に
、
実
際
に
派
遣
さ
れ
た『
南
ス
ー
ダ
ン

共
和
国
』で
の
実
体
験
を
も
と
に
、
国
際
紛

争
が
起
き
る
理
由
や
現
地
で
の
生
活
に
つ

い
て
講
演
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◆
参
加
者
の
声

　
「
具
体
的
で
と
て
も
良
か
っ
た
。実
体
験

者
の
話
な
の
で
よ
く
わ
か
っ
た
。国
際
的

な
講
演
は
ま
た
や
っ
て
ほ
し
い
。」（
70
代
）

　　
「
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
開
催
し
て
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。『
カ
ジ
ュ
ア

ル
な
形
』
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
だ
い
た

お
か
げ
で
、
こ
ん
な
に
意
見
が
活
発
に

な
っ
た
講
演
に
参
加
で
き
た
の
は
初
め
て

で
す
。ほ
ん
と
う
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。」（
40
代
）

●
白
梅
平
和
事
業

　「
白
梅
朗
読
会

　
〜
平
和
っ
て
な
ん
だ
ろ
う
〜
」

実
施
日
：
８
月
17
日（
火
）

講
師
：
福
生
市
中
央
図
書
館
職
員

参
加
者
：
10
人

　

白
梅
分
館
で
は
、
昨
年
度
ま
で「
白
梅
平

和
映
画
会
」
を
長
年
実
施
し
て
き
ま
し
た

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感

染
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
、
今
回
は
映
画

会
か
ら
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
に
内
容
を
変

更
し
て
実
施
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
10
人
の
小
学
生
が
参
加
し
て

く
れ
ま
し
た
。『
か
わ
い
そ
う
な
ぞ
う
』『
せ

ん
そ
う
が
や
っ
て
き
た
日
』
な
ど
４
冊
の

戦
争
に
関
わ
る
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
を
行

い
ま
し
た
。

　

実
話
を
も
と
に
し
た
内
容
の
絵
本
も
あ

り
、子
ど
も
だ
け
で
な
く
、大
人
も
戦
争
に

つ
い
て
深
く
考
え
さ
せ
ら
れ
る
も
の
で
し

た
。

　

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
後
、
参
加
者
と
と

も
に
絵
本
の
感
想
に
つ
い
て
共
有
し
ま
し

た
。

◆
参
加
者
の
声

　
「
戦
争
っ
て
い
じ
め
に
似
て
い
る
。戦
争

は
国
同
士
で
対
話
や
お
た
が
い
に
相
手
の

国
を
理
解
し
よ
う
と
し
な
い
こ
と
か
ら
お

こ
る
と
思
う
。」

■
夏
の
平
和
事
業

■  

公
民
館
実
施
事
業
の
報
告

む
ろ 

た  

も
と 

み

さ
と
う　

ま　

お

い
ま
い 

お
さ
む

あ
き
や
ま 

の
り  

こ

あ
い  

づ
　
や  
い
ち

い
に
し
え

公民館サークル登録数 ( 令和 3年 10 月 15 日現在 )　本館…102 団体　松林分館…53 団体　白梅分館…39 団体

ろ
く
め
い
し
ゅ
う


